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奈良支店

評価→自信喪失→不登校・休職
→長期化すると休む事に適応し
てしまう。

② 「個別性と多様性を尊重する」
社会や集団、組織の中で、外的
な違いや内的な違いを尊重し受
容する事が大切。

【心理カウンセリングによる
� 支援について】

（１）心理職という存在
　家庭内に問題がある方が、役所
等の相談員を介し、本人と一緒に
問題と取り組むのが心理カウンセ
ラー。
「心理カウンセリングによる支援」
① 対話と傾聴・相談者の話を肯定

的な関心を向けながら受容的に
聴く。決して断定や否定をしな
い。・出来事や行動、それに対

〈富山売薬と大和売薬〉

　「富山売薬」「立山信仰」を「立
山曼荼羅」を携えて布教する際、

する考え、その時に感じられる
感情や感覚を丁寧に聴き共有す
る。→（効果）気持ちや考えが
整理され気分が落ち着き、問題
解決に向けての心の準備が整
う。

② 心理療法「セラピー」の提供
（リラクゼーション法、瞑想法
等）や、コミュニケーショント
レーニング（主張訓練、自他尊
重対話等）により改善を目指
す。
〈�家族ケアの実態〉・家族・親子

カウンセリング（父、母、子等
様々な組み合わせでの問題解
決）・夫婦カウンセリング（コ
ロナで環境が変化し、夫婦の再
構築等相談が増えた）・訪問カ
ウンセリング（不登校やひきこ
もりの当事者・家族）等、家族
療法家としてケアしている。

信者の家に薬等を預け、次の年に
回収していたのが始まり。「大和
売薬」春日大社、興福寺の軍事・
警察機構として力があった越智氏

（２）心身の健康について
① 「一人で抱え込まない」悲観的

思考は悪循環を生むから、医
師・カウンセラー等専門家の力
を活用する。

② 「自分を知る」思考・感情・行
動傾向を知ることでセルフコン
トロールできるようになる。

③ 「自律的な生き方」自分の行動
に責任を持ち、他人や環境の所
為にしない生き方を目指す。

④ 「肯定的な世界観を持つ」（コ
ロナ禍において最も大切）問題
状況に遭遇した際、悲しみや怒
り、懸念を持ちつつも、改善や
乗り越えの希望と可能性を持
つ。絶望や不可能などの否定的
な世界観ではなく、肯定的な世
界観を持ち「乗り越えられる」
と信じることが変化・成長を起
こし可能性を広げる。

（三光丸の米田氏と同族）が、南
北朝時代、後醍醐天皇に薬を献
上。太陽、月、星の三光思想から
「三光丸」という名を与えられた

大和の薬よもやま話
三光丸クスリ資料館　館長　浅見　潤氏

　火曜午餐会４月第２例会を、20日、５階大会議室で開催した。700年の歴史を持つ大和の薬・三光
丸。講師の浅見潤氏は、置き薬の歴史や薬の神々について解説、「置き薬は信頼関係に基づいた日本
独特の商法。配達員は文化と情報伝達の担い手でもあった」と語った。講演要旨は次の通り。
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【なぜ今、心のケアが
� 求められているのか】

（１）ストレス社会に生きる人たち
　現代人は、スピードアップした
情報化社会において、「情報を持
たないことへの不安」や、「過剰
適応による心身の疲れ」等高スト
レス状態にあるといえる。大人も
子供も、人間関係や経済問題等の
社会的・心理的ストレスを複合的
に受けている。
　ストレスを受けると、緊急反応
として、①生理・身体的反応（脈
が速くなる等）、②情動反応（緊
張、不安等）が起きる。長期化す
ると、疲労感・食欲不振・不眠・
漠然とした不快感等シグナルが出
るので、ここでケアすることが重
要。しかし、そのまま無理をする
と、高血圧・胃潰瘍等の病気、う
つ・神経症等の心の病気を発症す
る。病気は、早期発見、早期ケア
が大事だが、日本人は忍耐を美徳
としており、我慢して精神疾患を
発症する人が多い。
　ストレスには不安による緊張が
つきものだが緊張には「過緊張」
と「最適緊張」がある。過緊張が
続くと、不安→動作が固い→ミス
が起きる→予期不安→過緊張と
「悪循環」が起きる。そこで心の
ケアを受けることで「最適緊張」

という状態にすれば、心が落ち着
く→動作がスムーズ→成功→自
信・達成感→最適緊張と「好循
環」が起きる。ストレスを受けて
もほどよい緊張感が保てれば良い
パフォーマンスに繋がり、人を成
長させる。
（２）家族問題が及ぼす影響
　コロナで家族問題が浮き彫りに
なったが、現代は、①少子高齢
化、②女性の社会進出、③低所得
層の増加、④ネット社会による情
報氾濫、⑤コミュニティストレス
（対人関係悪化）、⑥親の孤独や

孤立、⑦子や親の発達障害や精神
疾患、⑧男性の子育てへのかかわ
り方（促進と価値観の衝突）等、
「前世代の経験が功を奏さない子
育て」の状況にある。そして家族
として機能を果たせない「機能不
全家族」も増加しており、虐待、
ネグレクト等、社会と健全な関り
が出来ない社会成員が排出される
「連鎖の問題」に繋がっている。
（３）�職場や学校でのメンタルケア
① 「集団の中での不適応問題」学

校や職場での要求や環境の多様
化に対応しきれない人たちは低

　心のケアの必要性と心理職の関わり
カウンセリングオフィス・フロンティア
代表　公認心理師　小島俊久氏

　火曜午餐会４月第１例会を６日、当部５階大会議室にて開催した。講師の小島俊久氏は、心理職
としての長年の経験に基づき「心身の不調は、医師やカウンセラー等専門家の力を活用して、早期
にケアしていくことが大切です」と語った。講演要旨は次の通り。


